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オーストラリアの方針と実践
理科の教授と学習は常に見直されていくもので
あるが、全体的な知見は継続して似通ったもの
である。
理科の教授と学習の実際には、幅広い変動性があり
ながらも、平均的には残念なものが多い。…いくつか
の小学校では、概ね子ども中心の活動が基盤とされた
学習が行われており、結果的に児童らの満足度も高
い。高校進学後、生徒たちは多くの場面で失望してし
まう。伝統的な教師主導型の講義、板書の書き写し、「
レシピ本」式の実験の授業は、挑戦の幅を狭めるし、
また生徒らを興奮させづらい。科学への幻滅は、義務
教育後に理科を学習する生徒が減少していることに顕
著に表れている。 (Goodrum, Hackling, & Rennie, 
2000, p. viii)



理科学習にはどのような意味があるのだろう？

理科学習に含まれるべきもの：

–好奇心
–創造性
–発問
–葛藤
–新しい考えと情報
–代替可能な概念への挑戦
–新しい知識の構築と理解



理科教授における３つの大きな挑戦

内容 –複雑で洗練された概念を単純化することが
分かりやすいとは限らない。

教え方 –情報を伝えることの方が、教育的な場面

を創り出すことよりも簡単（『言うは教えるにあら
ず』）。

学び方–知ることは理解することと同義ではない
（『聞くは学ぶにあらず』）。

以上3点のことを理解する必要がある。



通常、教授と学習をどのように結びつけるだろう
か？
 ハンズ・オン

 マインズ・オン

 実験

 探究活動

 たのしい活動

 関連付け

 興味深さ

 人類の努力の結晶としての科学（オーストラリアのカリキュラム）

 しかし、どれほどよかれと思っても、参加を促す教授は誤解を招きやすい。



代替可能な概念・誤概念
科学的に正しいとされているものとは、異なる知識や
信念。

誰しも誤概念を持つが、それが間違っているとは普通
思っていない。間違っていると指摘されても、特に長い
間保持していた誤概念は修正されにくい。

人は現在の理解の上に知識を構築していくので、誤概
念は新たな学習に影響を与え得る。



学びのための教授
教育学的目的が重要である。何がなされ、教授と学
習の場面をどのように、なぜつくるのかに根拠を与え
る。

実践の枠組みをつくることは、教授と学習のアジェン
ダを進めるにあって重要である。

 PCK（Pedagogical Content Knowledge）は、理科
の教授と学習おける知識の枠組みのひとつである。



PCK: 学習と教授の枠組み

 ショーマンがPCKの概念を紹介した際、教えることを
情報の伝達として捉えがちな当時の見方に対して部
分的に反発していた。

 PCKを通じて、教えることは、複雑で解決の難しいも
のとしてではなく、伝達以上のスキルや知識、能力が
必要なものとして見なされた。

 PCKは学問的な構成概念として魅力的だが、いかに
捉えられ、表れうるのかは、依然としてやや理解しづ
らい。

 PCKは理論上よろしく聞こえるが、実践では一体どの
ような意味を持つのだろうか？



PCK:効果的なアクティビティを超えて
 実践と知識の間の重要なつながりを明示することは、それぞ
れの知識・概念が暗黙的なものであるために困難が生じる。

 教えることが「ルーティン化」すれば、その質（例：参加の度合、
挑戦など）は低下してしまう。

 PCKは、ある特定の内容・概念と結びついた特定の教育学的
理由の、ある特定の教え方を選ぶということである。

 実践に関する知識は、教授と学習を新たな視点で捉え、その
気づきを自身や他者に明示することによって発達する。



実践に関する知識を共有する

実践に関する知識を捉え、描き出し、

共有することはむずかしい。

教師の専門的知識は、「実践で積み

上げられ」、その価値は、他の教員ら

の実践でも応用可能かどうかによって

決められる。

教師は、特定の内容の教え方を決める特別
な知識（つまりPCK）を持っている。



具体例を通じたPCKの表出

内容の理解：研究のプロセスを経て、内容の表現
（CoRe：Content Representation）となる。

教授学の理解：研究のプロセスを経て、教育学的・専
門的経験レパートリー（PaP-eRs：Pedagogical and 

Professional-experience Repertories）が表面化す
る。



CoRe (Content Representation：内容の表現)

 CoReは、静的であるとか、内容に関して唯一の/最善
の/正しい例があるという捉え方をすべきではない。特
定の教師グループの実践の結果から生じる不完全な
一般化が、内容・トピックの全体像を一般化することに
つながるのである。CoReの目的は、調べられた内容
分野にわたって、またCoReを通じた共通の方法で教
師の知識の体系化し、教科内容の重要な特徴を見出
し、その内容を教授する際に対応することに役立つ。



CoRe

 CoReは、特定の学年であつかうトピックを教える際
に、何を重要な概念（big ideas）とすべきかを問うこと

でつくられる。

 それぞれのCoReには決められた量の情報やアイデ
アがあるわけではなく、ある分野(枠)は空っぽかもし
れない。

 CoReは、PCKそのものというわけではなく、あくまで
もPCKの一要素である。
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PaP-eRs（教育学的・専門的経験のレパートリー）

 PaP-eRは、教授されるべき理科の内容の特定のピース・側
面に特化したナラティヴな記述である。PCKのある一面につ
いて、教員の考えをしっかり見極め、科学的内容の特定の一
部を教えるにあたって用いられた推論・思考・行動を明らかに
するのである。

 PaP-eRs は、教師のPCKの相互的要素について詳細に述べ、
洞察を行うことで、読み手自身に省察を促す。

 PaP-eRsの「語り手」は、描き出そうとするものによって異なる。

 PaP-eRs はCoReを補完し命を与え、PCKの総体的な本質と
複雑さを捉える一つの方法を提示する。



PaP-eRs
 PaP-eRsは、読者に詳細な記述を通して、意義深い方
法で教えることへの省察を提供することを目指してい
る。

 PaP-eRs は、教師のみにかぎらず、生徒の視点もあり、
インタビューや授業観察、教師の実践の省察といった
形をとりうる。

 PaP-eRは、トピックのCoReに関連づけられる多くのも
のの一つである。

 CoReとそのPaP-eRsは、思考を活性化したり、教師
が既存の実践を新しい目で見直す手助けとなるリソー
スポートフォリオを形成する。



理科教師とPCK
 CoResとPaP-eRsの概念化に慣れておくと、実践に関
する知識の発達と共有に役立つ。

 PCKは、理科の教授と学習が持ちうる本質とは何かを
考える一つの方法を提供する。

 CoReとPaP-eRsのアプローチは、教師にとってPCK

をより身近で使いやすいものにしてくれる。



理解を目指して理科を教えること

 CoReとPaP-eRsは、教師が理科を教える際に教科内容的知識
にとどまらず、重要な概念まで考える手助けになる。

 CoResは、理解を目指した教え方の構造を提示する。

 PaP-eRsは、教えることに関する細やかな見識を提供する。

 リソースフォリオ（CoResとPaP-eRsの組合せ）をカリキュラムの
アプローチとして用いると、理科を教えることの構造化への新し
いアプローチの可能性が見えてくる。



専門的な学びへのアプローチ

理科を教えることをPCKというレンズを通して考える

ことは、教職の専門性に関する学びや専門的成長の
ビジョンを育成する。

 PCKを意識することで、理科を教えることに関わる学

びを追求したり、教える内容と教え方をよりよく調整
する方法が見えるようになる。

理科を教えることについて、教師がより深く理解すれ
ば、生徒の学びにも影響することは明らかである。



結びに
 PCKは重要であり、CoReとPaP-eRsは教師らの仕事
においてPCKを「具体化する」手助けをする。

 リソースフォリオは、PCKを有効化し、実践における専

門性知識について、理科の教授と学習における本質を
具体化して描き出す建設的かつ意義ある方策を考え
ることの価値を強調する。

研究では、リソースフォリオ（CoReとPaP-eRsの組合
せ）が、 （教育実習生ならびに現職教員による）理科を

教えることについての学びを高め、有益かつ価値ある
ものと受け取られていることが明らかになった。


